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社会福祉法人 正夢の会  



社会福祉法人 正夢の会 

倫理綱領 

 

社会福祉法人正夢の会は、その活動の「基本理念」として「私達は日々の生活の中で支援を必

要としている方々一人ひとりを尊重し、安心し満足して暮らせるための質の高い創造的なサービ

スの提供を目指します。さらに、地域の新しい福祉文化の担い手としての役割を果たしていきま

す」と宣言しています。 

 

法人としてその理念を実現するために、法人は以下の 5つの「基本方針」を定め、実現するこ

とを社会に約束しています。 

１． 利用される方々一人ひとりの気持ちを尊重したサービスを提供します 

２． スタッフは、利用される方々の生活を誠実に責任をもって支えていきます 

３． 常に透明で健全な施設運営を行います。さらにサービス向上のために創造的な経営を目

指します 

４． 地域で暮らしている方々に対して必要なサービスを提供します 

５． 地域の行政や福祉サービス事業所と連携し、地域福祉の推進に寄与していきます 

  

 正夢の会の構成員として活動する職員は、社会福祉活動の担い手として、社会一般から期待さ

れる専門的職業人としての責任を果たすとともに、法人の「基本理念」と「基本方針」の実現に

向けた業務遂行活動の担い手として、以下の倫理を定め、遵守していきます。 

１． ＜生命の尊厳＞ 人は、誰でも一人ひとりがかけがえのない存在です。私たちはその重

みを常に意識し、利用者全てが安全かつ安心して過ごせる場を提供し、適切なサービスを

受けられるよう努めます。 

２． ＜人権の擁護＞ 私たちは、利用者に対して、いかなる理由によっても差別・虐待はし

ません。また、他からのいかなる人権侵害も許さず、利用者の人権を擁護するとともに、

合理的配慮に努めます。 

３． ＜心に添った支援＞ 私たちは、利用者の個を尊重し、思いを受け止め、より良い生活

を送れるよう一緒に考えます。また、障害特性を認識・理解し適切な方法を用いて意思決

定できるように支えます。 

４． ＜個人情報の保護＞ 私たちは、個人情報に関する法令及びその他の規定を遵守し、利

用者の職務上知り得た個人情報について適切に管理します。また、利用者の個人情報を使

用・公表する場合には、利用者・家族などの関係者に使用目的を説明し同意を得るべく努

めるなど、十分配慮した上で行います。 

５． ＜共に生きる地域社会＞ 私たちは、誰もが相互に人格と個性を尊重し合い、認め合え

る共生社会を目指します。一人ひとりが地域社会に積極的に参加できるように創造的なサ

ービスを提供します。 

６． ＜支援の透明性＞ 私たちは、利用者又は家族などの関係者にオンブズマンや第三者委

員会の役割や情報を分かりやすく示し、利用者が声を上げやすい環境を作ります。また、

ボランティアや地域の方々を積極的に受け入れ支援の透明性を確保します。 



７． ＜支援の専門性＞ 私たちは、専門職としての使命と職責を自覚し、品性と教養の維持・

向上に努めるとともに、研修などを通して知識・技術の習得に励み、専門性の向上と支援

技術の改善・普及に努めます。 

８． ＜点検と評価＞ 私たちは、この倫理綱領が、社会一般から期待されている専門的職業

人としてふさわしいものか、法人の「基本理念」の実現に寄与できているかどうか、適切

な支援に寄与しているかどうかなど、絶えず点検・評価を行い、必要な修正を加え、支援

の改善と向上に努めます。 

  



１．年間総括 

 令和 5年度は児童発達支援、保育所等訪問支援、相談支援などの事業で 4月の登録者数がこれ

までで最多となった。昨年度から各事業の利用を待機して頂いていた方も多かった。またコロナ

禍で減少していた療育相談の件数も年々増加してきた。そのため、令和 5年度は各事業で早い段

階で定員に達した為、待機頂く方たちも多い結果となった。 

 待機頂いた中でも利用児のニーズだけではなく、保護者やご家庭に特に支援が必要なケースへ

は、児童発達、保育所等訪問など一つの事業でも支援を提供できるように調整を行った。 

 放課後等デイサービスも定員を超える申し込みを頂く中での利用調整を行った。 

 

２．事業所概要 

（１）事業内容 

事業所名 中野区療育センターゆめなりあ 

所在地 東京都中野区弥生町五丁目 5番 2号 

開設年月日 平成 28年 9月 1日 

サービス種類（定員） 

①児童発達支援事業（定員 30名） 

②放課後等デイサービス事業（定員 20名） 

③療育相談事業 

④保育所等訪問支援事業 

⑤一時保護事業 

⑥指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業 

⑦その他事業 

事業所番号 1351400278 

根拠法 
①②④⑥児童福祉法・障害者総合支援法 

③⑤⑦中野区各条例・要綱など 

（２）利用状況・利用実績（令和 6年 3月 31日現在）    単位：人 

①年齢・性別 

 

（児童発達支援事業） （放課後等デイサービス事業） 

 男児 女児 
 

 男児 女児 

2歳児以下 4 3 小学生 62 14 

2歳児 12 4  中学生 13 8 

年少児 30 13  高校生 1 0 

年中児 45 15 

 

計 76 22 

年長児 62 12 

合計 98 計 153 47 

合計 200 



（保育所等訪問支援事業） 

 男児 女児 

0～1歳児 0 1 

2歳児 8 3 

年少児 38 8 

年中児 46 15 

年長児 62 10 

計 154 37 

合計 191 

②援護機関 ： 中野区 

③利用実績 

ⅰ．児童発達支援・放課後等デイサービス 

  

児童発達支援 放課後等デイサービス 

登録

人数 

営業

日数 

月の 

定員 

延利用

児数 

稼働

率 

登録 

人数 

営業 

日数 

月の 

定員 

延利用

児数 

稼働

率 

4月 165 19 570 464人 81% 103 24 480 367 76% 

5月 168 24 720 553人 77% 102 24 480 358 75% 

6月 177 26 780 547人 70% 102 26 520 380 73% 

7月 180 25 750 545人 73% 102 25 500 348 70% 

8月 186 26 780 608人 78% 102 26 520 324 62% 

9月 188 24 720 580人 81% 101 24 480 333 69% 

10月 192 25 750 578人 77% 100 25 500 341 68% 

11月 195 24 720 582人 81% 99 24 480 322 67% 

12月 196 24 720 571人 79% 99 24 480 331 69% 

1月 200 23 690 583人 84% 99 23 460 313 68% 

2月 200 23 690 578人 84% 99 23 460 312 68% 

3月 200 24 720 598人 83% 98 25 500 345 69% 

合計 - 287 8,610 6,787 79% ‐ 293 5,860 4,074 70% 

（ 障 害 児 相 談 支 援 事 業 ） 

 男児 女児 
 

 男児 女児 

0～1歳児 2 1 小学生 76 19 

2歳児 4 0  中学生 6 3 

年少児 9 1  高校生 1 0 

年中児 16 9 

 

計 83 22 

年長児 17 5 

合計 105 計 48 16 

合計 64 



ⅱ.療育相談 

分   類 0 

歳

児 

1 

歳

児 

2 

歳

児 

年

少 

年

中 

年

長 

小 

1 

小 

2 

小 

3 

小 

4 

小 

5 

小 

6 

中

学

生 

高

校

生 

合

計 

精神発達遅滞(疑い含

む) 

1 7 9 9 2 2 2 2       34 

広汎性発達障害(疑い

含む） 

  44 19 15 9 3 3 3  3    99 

注意欠如多動性障害

(疑い含む) 

  3 2 4 2         11 

ダウン症候群 2              2 

その他の染色体異常 1              1 

脳性麻痺（ＣＰ） 1              1 

脳障害               0 

運動機能障害 1 2             3 

構音障害    2 9 4         15 

その他  1 4 4 2 1 2 2 1      17 

合計 6 10 60 36 32 18 7 7 4 0 3 0 0 0 183 

ⅳ.保育所等訪問支援 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 

契約人数 148 151 157 162 170 178 

利用人数 17 61 55 32 26 68 

  10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

契約人数 183 184 189 191 191 191 - 

利用人数 57 29 33 61 56 54 549 

ⅴ.一時保護 

登録人数 98人 

事業実施日 293日／年 

利用実績 
371人／年 

1,520時間 50分 

ⅵ.指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 
10

月 

11

月 

12

月 
1月 2月 3月 合計 

サービス等利

用計画 
36 13 25 10 18 18 11 13 17 19 13 15 208 

モニタリング 19 10 15 19 17 15 22 16 24 12 19 10 198 

 



ⅶ.きょうだい対応保育人事業 

 

 

 

 

３．経営（収入面・運営面） 

（１）収入面 

 ①児童発達支援事業 

 毎年 4月地点での契約者数は増加しており、令和 5年 4月は昨年度 4月より更に増えて 165

人の登録状況だった。また出席率もクラス療育では 78％、個別療育では 91％と高く、多くの

方にご利用頂いた。 

 グループ療育では、幼稚園、保育園併行通園児向けの週 1日午後グループを設け、降園後に

参加しやすいよう配慮した。 

 また、母子分離が非常に困難で所属先のない児や、所属保育園やゆめなりあ含め登園拒否が

生じた児など、グループ療育の枠組みを広げ、個別の段階的に対応したケースが複数在籍した。 

個別療育の待機は 1年近い期間になり、待機期間に民間事業所の利用を開始するケースが増加

した。 

 ②放課後等デイサービス事業 

  令和 5 年度も定員を上回るお申し込みを頂いた中での受け入れ調整を行った。その中で、

また、不登校や引きこもりなど個別の対応が必要なケースや、特にご家庭にも支援が必要なケ

ースを中心に受け入れを行った。継続しての出席が難しい利用児に対しては、ご家庭への支援

を行いながら利用に向けての支援を提供した。 

  年度途中での終了者も若干名あったが、当日クラスの利用児の活動のねらいや過ごし方、

相性を見ながら待機者との調整を行った。しかし、年度途中の場合は既に他事業所を利用して

いる場合や、空き状況と保護者の方のご都合が合わないなど、新規の受け入れには至らず実績

としてはやや低下した状況となった。 

 ③保育所等訪問支援事業 

 令和 5年度も引き続き学期ごとの年に 3回を基本とした訪問と保護者への振り返りを実施

した。新たに訪問する幼稚園・保育園も増え、中野区療育センターゆめなりあと直接つなが

る機会にもなっている。 

 ゆめなりあだけではなく、地域の療育室で定員に達し新規の受け入れが難しい事業所も多

い状況となっている。その中で、療育相談から療育を希望した場合に保育所等訪問支援事業

でまずは、集団で過ごす場面の支援から療育に繋げていく形で広く受け入れてきたが、現在

の支援体制では保育所等訪問支援も待機頂く状況となってきている。 

④障害児相談支援事業 

 約 200名の方へ計画相談、モニタリングを実施した他、支援が必要なご家庭には別途相談

をお受けした。相談員一人当たりの担当ケースも増えてきた中で待機の方に対しては特にご

家庭への支援が必要なケースを中心に受け入れを行った。 

 

登録人数 76人 

事業実施日 188日／年 

利用実績 322人／年 



（２）運営面 

 令和 5 年度も常勤、非常勤、嘱託職員と合わせて 70 名を超える職員体制となった。各事業と

もに年度当初より昨年度を上回る利用状況となっている中で、共有している各部屋や備品の使い

方や、備品の整理や清掃など細かな点での調整や、検討すべき課題も上がって来た。今年度から

は各事業の担当者１名が参加し、事業所の運営について議論することを目的に運営会議を月に１

回設置した。また会議を通して自分の担当以外の事業の実施状況をより共有を図り、より事業所

全体で連携していくことができた。 

 また児童発達支援、保育所等訪問支援、相談支援、放課後等デイサービスなど実施事業、また

職員数も令和 5年度は第三者評価の受審の実施年度の為、厚労省ガイドラインによる自己評価と

合わせて実施した。評価などで上げられた点については、各事業の会議や、運営会議などで今後

取り組んでいく。 

 

４．支援 

（１）児童発達支援事業 【定員 30人】 

①親子通園クラス：もも 

対 象：2～3歳児 

利用日：月・金曜日 

時 間：9時 30分～11時 45分 

内 容：保護者と支援を共有するため、親子同伴で実施した。制作、粘土、感触、散歩、運

動、お絵かき、ふれあい、リズムなど様々な遊びなどを提供し、子どもの主体性や

社会性が育つことや、興味関心が広がるように支援した。専門療育（ST、心理、PT、

OT）は水曜日に個別療育同様に枠を設けて対応した。 

②親子分離クラス：さくら 

  対 象：3～4歳児  

  利用日：月曜日～金曜日 

  時 間：9時 30分～13時 45分 

  内 容：制作、粘土、感触、散歩、運動、お絵かき、ふれあい、リズムなど様々な遊びなど

を提供し、子どもの主体性や社会性を育んでいくよう支援した。新入園児は親子登

園としたが、一定期間経過後は単独登園とした。保護者と支援方針を共有するため

に第 3 週目に親子参加週間を行い、日程を指定することで分散しながら実施した。

専門療育（PT、OT、ST、心理）は必要に応じて登園日に提供した（保護者同伴）。 

③親子分離クラス：たんぽぽ 

  対 象：4～5歳児 

  利用日：月曜日～金曜日 

  時 間：9時 30分～13時 45分 

  内 容：制作、粘土、感触、散歩、運動、お絵かき、ふれあい、リズムなど様々な遊びなど

を提供し、子どもの主体性や社会性を育くむことや、興味関心が広がっていくよう

に支援した。保護者と支援方針を共有するために月に 1週間に親子参加週間を行っ

た。専門療育（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理）は必要に応じて登園



日に提供した（保護者同伴）。 

④親子分離クラス：ひまわり 

  対 象：3～4歳児 

  利用日：水曜日 

  時 間：14時 00分～16時 00分 

  内 容：制作、粘土、感触、運動、お絵かき、など様々な遊びなどを提供し、子どもの主体

性や社会性を育くむことや、子ども同士の関わりが拡がるように支援した。保護者

と支援方針を共有するために月に 1日親子参加週間を行った。 

⑤個別療育 

  対 象：幼稚園・保育園等に所属する児、2歳児未満など所属先のない児。 

  利用日：月曜日～土曜日のうち月 2回程度  

  時 間：1回 45分 

  内 容：ご希望とニーズに応じて、専門療育（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理）

を提供した。保育所等訪問支援の担当者や所属園と情報交換を行い、特性の理解

や必要な支援の共有をはかった。 

（２）放課後等デイサービス事業 【定員 20名】 

対 象：小学生～高校生 

利用日：月曜日～土曜日のうち、一人週 1日～2日 

時 間：放課後～17時 00分、10時 00分～17時 00分 

内 容：一つのクラスの中でも遊びや支援のねらいに応じて更に活動班を細かく分けて、

利用児毎に応じた制作、感触遊び、外出活動などの設定活動を行った。また自由

遊びでの関りも含めて支援の一つとして子どもの主体性や社会性など利用児毎の

ニーズに応じた支援を提供した。 

（３）療育相談事業 

対 象：0～18歳 

内 容：主に各すこやか福祉センターからの紹介で療育についての相談を行った。療育相談

は保護者担当、子ども担当、必要に応じて記録担当の職員で対応した。保護者の方

からの聞き取りと、お子さんへ対しては専門職が行動観察や検査等を通して発達の

見立てを行い、療育相談結果票の発行を行った。 

（４）保育所等訪問支援事業 

対 象：幼稚園・保育園に所属する児。 

内 容：保護者と契約を結び、発達上の課題や障害があると思われる子どもが在籍する保育

園、幼稚園などを定期的に訪問し、対象児への関り方や集団での過ごし方などにつ

いて支援し、保護者や在籍園の職員等と共有した。 

（５）一時保護事業 

 中野区立障害児通所支援施設一時保護事業実施要綱に基づき、保護者の疾病、用事等の理

由や、一時的な休息を目的として子どもを一時的にお預かりした。 

  定 員：3名 

対 象：0～18歳の療育や専門指導を受けている子ども、障害手帳を交付されている子ども。 



日 時：月曜日～土曜日 9時 00分～18時 00分 

 

（６）指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業 

 障害福祉サービス等の利用希望申請があった障害児について、障害児支援利用計画の作成、

及び支給決定後の障害児支援利用計画の見直しなどを行った。 

（７）児童発達支援事業利用児童の「きょうだい対応保育人」事業 

 児童発達支援事業において、親子登園でのご利用の際に、ご兄弟の預け先がない場合にお

預かりを行い、保護者と利用児に適切な親子療育の環境を提供した。 

定 員：3名（同一時間帯における） 

対 象：定頸を目安とした月齢で風邪症状等のない健康な未就学児 

時 間：9時 20分～16時 40分 

（８）地域啓発事業 

令和 5年 3月 1日『発達性読み書き障害を知る』～基礎知識と体験談～ 参加者 51名 

  講師：関口裕昭（中野区療育センターゆめなりあ 言語聴覚士 

（９）カームダウンルームの運営 

  各事業（児童発達支援事業、放課後等デイサービス事業、一時保護事業）の利用児童で適宜 

使用した。 

（１０）その他 

①スタッフ体制（令和 6年 3月 31日） 

 常勤 非常勤  常勤 非常勤 

管理者・児童発達支援管理責任者 1  理学療法士  2 

児童発達支援管理責任者 1  心理職 3 4 

児童発達支援管理責任者・言語聴覚士 1  看護師  8 

支援スタッフ 8 18 音楽講師  1 

事務員 1 2 スーパーバイザー  6 

相談支援専門員 1 2 嘱託医  5 

言語聴覚士 5 1 オンブズマン  1 

作業療法士 2 3 合計 23 53 

５．医療・食事 

嘱託医による健康診断（主に児童発達支援クラス療育利用児）、医学的助言、相談、指導

の機会を設けた。看護師 2名が常駐し各事業で医療的ケアの必要な児童の受け入れを行った。 

言語聴覚士による各事業で利用児の状況、希望に摂食の評価を行った。 

 

 

 

 

 

 



６．リスクマネジメント・防災 

（１）リスクマネジメントシステム 

 ①インシデントアクシデントレレポート分類表 

 

 ②考察 

ⅰ総数は 4025件となった。その内最も多い項目は不適応行動の 1187件（29.5％）となった。次

いで多少行為 619件（15.4％）、危険行為 446件（11.1％）の順となった。 

ⅱレベル別として多かったのは、レベル 2 で 3231 件（80.3％）、レベル 1は 587 件（14.6％）、

レベル 3は 207件（5.1％）となった。レベル 4、レベル 5の報告は無く、レベルの内訳は昨年

度とほぼ同様の結果となった。 

ⅲ児童発達支援と放課後等デイサービスどちらでも毎月最も多い報告は不適応行動だった。次い

で多い報告は児童発達支援では他傷行動、放課後等デイサービスでは危険行為が多い傾向とな

った。利用児の発達や理解の違いもあるが、提供する遊びや環境も異なることも要因と思われ

る。それぞれの事業の傾向を把握しつつ、事業間でも重大な事故が発生した場合には情報を共

有しつつ予防していけるように今後も取り組んでいく。 

（２）大震災などの災害時に備え、BCP（事業継続計画）を作成した。また安全計画の作成を通

して、各マニュアルの見直し時期を定めた。 

（３）避難訓練 

児童発達支援事業は毎月、放課後等デイサービス事業は年 2 回実施した。10 月には警察署

に協力頂き、不審者対応の防犯訓練を区民活動センターと合同で実施した。 

 

７．地域における公益的な取組 

中野区内社会福祉法人等連絡会主催のフードパントリーに参加し、地域の希望者に対して

食料の配布を行った。 

 

８．厚労省ガイドラインによる事業所評価・第三者評価受審 

（１）厚労省ガイドラインによる事業所評価 

 令和 5年度は第三者評価の受審年度となり、毎年実施のガイドラインによる評価と合わせて行
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った。どちらの利用者アンケートも回収率が 6割に満たない結果となった。ガイドラインによる

利用者アンケートは毎年同じ時期に実施、公開を行う必要があり、今年度も 12 月から配布した

が第三者評価も同時期にアンケートの発送となってしまった為、保護者にとっての負担なども回

収率に影響したと考えられる。 

①児童発達支援（回収率 56％） 

 質問項目全体での「はい」と答えた割合は平均 77％という結果だった。支援に関わる項目では、

約 90％以上だったが、ペアレントトレーニングや父母会の実施などの項目が低い結果となった。

また避難訓練や各種マニュアルなど実際に取り組んでいる内容であっても保護者への周知が不

十分で「いいえ」という回答を多く頂いた項目もあった。 

②放課後等デイサービス（回収率 57％） 

 質問項目全体での「はい」と答えた割合は平均 81％という結果だった。支援に関わる項目は児

童発達支援と同様に約 90％以上だったが、地域の児童との交流や、父母会の活動支援など保護者

同士の交流、連携の支援などの項目が低い結果となった。児童発達支援と同様に取り組んでいる

が評価されなかったマニュアルの作成、整備などの項目も同様に低い結果となった。 

 

（２）第三者評価 

評価機関：合同会社フェアリンク（東京都福祉サービス評価推進機構認証番号：機構 12-213 

評価合議日：令和 6年 2月 14日 

①児童発達支援（利用者調査回答者割合 49.7％） 

 共通評価項目全体で、「はい」の回答は約84％を占めている。その割合が最も高かったのは問

8（職員の接遇）で約98％、以下、問7（共有スペースの清潔、整頓）の約97％、問11（子どもの

気持ちの尊重）及び問14（個別支援計画作成時の意向把握）の約96％となっている。一方、「ど

ちらとも言えない」「いいえ」の回答の合わせた割合が最も高かったのは問4（療育を通じた社

会性の定着）で約22％、次いで問6（家族に対する精神的なサポート）の約12％となっている。 

②放課後等デイサービス（利用者回答者割合49.5％） 

共通評価項目全体で、「はい」の回答は約77％を占めている。その割合が最も高かったのは問8

（利用者の気持ちの尊重）で約88％、以下、問3（利用者の話の傾聴）及び問11（職員の支援内

容についての説明）の約86％、問10（個別支援計画作成時の意向把握）の約84％となっている。

一方、「どちらとも言えない」「いいえ」の回答の合わせた割合が最も高かったのは、問2（他

の利用者との関わりが楽しいか）で約24％、次いで問1（活動や遊びが楽しいか）及び問13（外

部の相談窓口に関する説明）の約18％となっている。 

③事業全体 

 日々の支援への取り組みや内容については、評価機関からも概ね高い評価を頂くことができた。

しかし、事業計画など事業所全体で取り組んでいくべき具体的な目標設定や、年間を通して進捗

を確認しながら取り組んでいく部分などの指摘を頂いた。また各種マニュアルは作成してきてい

るが、作成後の見直し、改訂がされていないものが多い点が挙げられた。令和6年度に取り組む

べきポイントとして各事業別の会議の議題として取り組んでいく。 


